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接 着 芯 地 の 温 度 変 化 と は く 離 強 さ に つ い て

福 山 市 立 女 短 大　　 ○ 筒 井 由 紀 子　　 広 島 大 教 育 山 田 都

〔(社) 日本 家政 学 会

【 目 的 】　 接 着 芯 地 の 接 着 条 件 にli ， 温 度， 圧 力， 時 間. ス チ ー ム,   プ レ ス 後 の 冷 却 等 が あ

る， 本 報 で は， こ の う ち の 接 着 温 度 に つ い て， 時 間 の 経 過 に と も な い 接 着 に 非 常 に 関 係 す

る　GLUE LINE 温 度（ プ レ ス 時， 接 着 芯 地 の 樹 脂 に 作 用 す る 岨 度 ） が ど の よ う に 変 化 す る か

を 調 べ る と と も に,    ia 度 変 化 の は く 離 強 さ へ の 影 響 を 検 討 し た.

【 方 法 】　 試 料 と し て， 表 布 に は 最 も 簡 単 な 組 織 と し て の 平 織 物4 種（ 綿100 ％2 種,   毛

10 0％　２ 種 ） を， 接 着 芯 地 に は 不 織 布 芯 地（ 片 面 タ イr  ＼  A 種(    「 ド ッ ト タ イ プ 」2 種，

「 熱 融 着 タ イ プ 」 ２ 種 ） を 用 い た． 接 着 条 件 は， 接 着 温 度 を プ レ ス 機 コ テ 面 で150  r に，

接 着 時 間 を ５ sec 間 隔 で30 sec  ま で， バ キ ュ ー ム を ５　sec, 接 着 圧 力 を0.15,      0.3　kgf ／

C ．゙ の ２ 種 と し， ス チ ー ム は 付 与 し な か っ た．r レ ス 機 コ テ 面 と 接膚 芯 地 の 間 の 岨 度， 接

着 芯 地 と 表 布 の 間 の 漫 度 の 測 定 は 直 径　0. l‐重の 熟 竃 対 を 用 い た.   (±く 離 強 さ の 測 定t±,   JI

S　L　1089 衣 科 用 接 肴 布 試 験 方 法 に 従 っfz.

【 結 果 】　1.    G  L  温 度 は 時 間 の 経 過 と と も に 高 く な り， 同 一 の 接 着 芯 地 を 用 い て も 表 布

に よ っ てG  L  漫 度 が 異 な る．　　2.      Isく 離 強 さ は 接 着 時 間 の 経 過 と と も に 大 き く な る が．

あ る 時 間 の と こ ろ で 最 大 値 を 示 す 試 料 も あ る．　　3.      最 大 値 を 示 す 試 料 の 接 着 状 態 を 顕 微

鏡 で 観 察 し た と こ ろ.   織 物 表 面 の 毛 羽 が 比 較 的 長 い 場 合 にli.     7 レ ス し て 接 着 し た と き 樹

脂 が 硬 化 し て し ま わ な い う ち に,   毛 羽 が プ レ ス 時 の 圧 縮 か ら 回 復 し て 樹 脂 の 表 面 か ら 離 れ

る と こ ろ が み ら れ た．
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